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「
老
木
の
梅
の 

花
の
美
し
さ
」 

 

二
月
十
五
日
は
お
釈
迦
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
日
。
禅
寺
で

は
二
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
お
釈
迦
様
が
亡
く
な
っ
た

お
姿
を
現
し
た
掛
け
軸
を
本
堂
の
東
側
の
支
柱
に
飾
り
、
お

釈
迦
様
の
遺
言
と
い
わ
れ
る
『
遺ゆ

い

教
き
ょ
う

経
ぎ
ょ
う

』
を
毎
夕
、
読
む

習
慣
が
あ
り
ま
す
。 

父
が
百
歳
を
目
前
に
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

は
、
「
大
往
生
で
し
た
ね
」
、「
長
命
で
し
た
ね
」
と
言
っ
て

下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
私
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の

な
い
親
。
年
齢
は
関
係
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
長
く
生
き
て

ほ
し
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。 

生
前
の
父
は
禅
語
の
「
梅
は
寒
苦
を
経
て
清
香
を
発
す
」

を
よ
く
好
ん
で
口
に
し
、
書
に
し
た
た
め
て
い
ま
し
た
。
梅

は
極
寒
の
辛
い
時
を
越
え
て
素
晴
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
る

と
い
う
意
味
。
梅
を
人
の
一
生
に
喩
え
た
の
で
し
ょ
う
。
短

い
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
含
蓄
に
富
ん
だ
名
言
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
父
は
こ
の
言
葉
に
自
ら
の
一
生
を
重
ね
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
こ
の
ご
ろ
回
想
し
ま
す
。 

 

 

梅
の
木
は
老
木
の
ほ
う
が
大
き
い
良
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
若
い
木
は
元
気
で
は
あ
り
ま
す
が
、
花
は
小
さ
い
よ
う

で
す
。
毎
年
訪
れ
る
熱
海
の
梅
園
で
も
、
素
晴
ら
し
い
老
木

の
梅
の
花
を
目
に
し
ま
す
。 

人
間
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
枯
れ
木

の
よ
う
な
老
体
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
の
言
葉
に
は
真

理
の
輝
き
が
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
、
人
生
を
生
き
抜
い
た
人

の
説
く
法
に
は
、
我
欲
が
消
え
た
清
々
し
さ
と
尊
さ
を
感
じ

ま
す
。
人
生
の
最
終
章
を
そ
の
よ
う
に
飾
り
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

三
明
寺
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大
嶽
正
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合
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住
職
著
書
「
和
尚
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
よ
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【
檀
信
徒
行
事
】 

二
月 

○
道
了
講 

 
 
 

8
日 

10
時 

○
地
蔵
講 

 
 
 

27
日 

10
時 

 

三
月 

○
勝
又
家
七
回
忌 

 
 
 

3
日 

13
時 

○
佐
々
木
家
七
回
忌 

 
 

4
日 

12
時 

○
道
了
講 

 
 
 

7
日 

10
時 

○
川
名
家
四
十
九
日 

 
 

10
日 

10
時 

○
大
石
家
一
周
忌 

 
 
 

10
日 

11
時 

○
ペ
ッ
ト
春
彼
岸
会 

 
 

18
日 

13
時
30 

○
春
彼
岸
会 

 
 
 

20
日 
13
時
30 

○
地
蔵
講 

 
 
 

23
日 
10
時 

○
後
藤
家
百
ヶ
日 

 
 
 

24
日 

11
時 

○
松
永
家
四
十
九
日 

 
 

25
日 

10
時 

○
片
岡
家
七
回
忌 

 
 
 

31
日 

10
時 

 

四
月 

○
鈴
木
家
四
十
九
日 

 
 

1
日 

11
時 

○
道
了
講 

 
 
 

6
日 

10
時 

○
鈴
木
家
百
日 

 
 
 

7
日 

10
時 

○
影
山
家
二
十
七
回
忌 

 
 

14
日 

11
時 

○
鈴
木
家
百
日 

 
 
 

15
日 

10
時 

○
板
橋
家 

富
士
霊
園 

 
 

15
日 

11
時 

○
禮
田
家 

 
 
 

15
日 

11
時 

○
東
久
爾
宮
賞
授
賞
式 
 
 

18
日 

11
時 

○
村
上
家 

 
 
 

21
日 

11
時 

○
飯
田
家 

 
 
 

22
日 

11
時 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

二
月 

○
慶
応
大
学
学
生
合
宿 

 
 

6
～
8
日 

 

三
月 

○
梅
花
流
講
習
会
（
三
明
寺
） 

 

5
日 

9
時
30 

○
保
護
司
会 

 
 
 

8
日 

13
時
30 

○
東
部
総
和
会
（
三
島
プ
ラ
ザ
） 

9
日 

13
時 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 
 

17
日 

10
時
30 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 
 

25
日 

11
時 

 

四
月 

○
慈
雲
院
大
般
若 

○
宗
務
所 

○
管
区
護
持
会
研
修
旅
行 

 
 

26･

27
日 

○
桃
源
院
大
般
若 
 

 
 

29
日 

10
時
30 

○
沼
津
市
大
岡
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
30
日 

10
時 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

三
月 

○
土･

日
曜
日
坐
禅
会 

 
 
 
 
 
 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

 
 
 

8
日 

19
時
30 

○
写
経
会 

 
 
 

17
日 

13
時 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

 
 
 

７･

23
日 

11
時 

 

【
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
】 

 

□
東
日
本
の
大
地
震
か
ら
一
年 

 

早
い
も
の
で
、
大
災
害
か
ら
一
年
が
経
た
ち
ま
し
た
。
最

初
の
頃
は
芸
能
人
や
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
達
が

こ
ぞ
っ
て
被
災
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
時
の

一
割
も
い
な
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。 

テ
レ
ビ
で
福
島
の
原
発
地
域
が
二
十
キ
ロ
か
ら
二
キ
ロ

圏
内
に
許
可
さ
れ
、
航
空
写
真
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
爆

破
し
た
原
発
地
に
数
人
の
人
が
見
え
ま
し
た
。
あ
と
は
人
っ

子
ひ
と
り
い
な
い
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
廃
墟
の
状
態
で

し
た
。
何
も
手
つ
か
ず
状
態
の
場
所
が
多
く
、
十
年
単
位
で

の
復
興
支
援
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
は
原
発
が
活
動
し
て
い
る
の
は
二
か
所
で
す
が
、
そ
れ

で
も
停
電
も
な
く
、
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、

環
境
エ
コ
問
題
に
今
以
上
に
考
慮
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
十
分
生
活
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

□
「
三
明
寺
会
館
」
を
研
修
所
に
開
設 

三
明
寺
の
離
れ
を
、
文
化
ク
ラ
ブ
の
研
修
会
、
展
示
会
場

と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
下
さ
い
。 

□
永
代
供
養
墓
地
申
し
込
み
が
増
え
る 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
墓
地
を
も
と
め
て
も
子
供

が
い
な
い
、
お
墓
が
管
理
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
だ
ん

だ
ん
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。 

□
花
祭
り 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。

甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
お
花
見
に
も
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

 【
編 

集 

後 

記
】 

今
年
の
冬
は
長
く
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
梅
が
遅
咲
き

で
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
漸
く
開
い
て
き
ま
し
た
。 

寒
い
の
で
、
初
め
て
炬
燵
を
購
入
し
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
一
家
団
欒
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
Ｏ
・
Ｓ
） 
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転読中のご僧侶 上殿中の導師 

僧侶による本堂内豆まき 導師による祈祷 

読経中の弟子達 住職挨拶 

梅花講々員の皆さん 沼津市出身 落語家の三遊亭橘也さん 

三 明 寺 大 般 若 
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年男の皆さん 

三明寺寺族 

三明寺役員 婦人部の皆さん 

近隣の御輿会代表者 

御輿渡御の皆さん 

三明寺萌えキャラ作者の皆さん 

三 明 寺 豆 ま き 


